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SDGs宣言

取組事例

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

《具体的な取組み》

《具体的な取組み》

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。

持続可能な開発目標（SDGs）とは
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• ガスケットパッキンの開発・販売
• 放射線防護遮蔽材の開発
• 放射線の可視化（３Dゲル線量計の研究）
• ガスケット加工後の廃棄物の再利用化に向けた研究
• 使用済みガスケット・パッキンの再利用化に向けた研究
• 天然由来素材ガスケットの研究開発

• 災害に備え避難防災リュックを従業員に配布

• 自然災害等による物流網遮断に備え、高速ガスケット加
工機を導入による供給体制の整備

• 各種ガスケットの素材の在庫化

• 災害で配管、機械装置が破損した場合に備え、ガスケット
を即日供給できる体制の構築

発電所などのプラント運営に必要な設備機械部品（ガスケット・パッキン）の

提供を通じて、災害に強く住み続けられる街づくりに貢献してまいります。

《具体的な取組み》
• 商蔵クラウドを導入し、仕事の効率化アップ、ペーパーレ

ス化の推進

• 新導入システムを全員が使用できるための、教育・指導
体制の確立

• 社員のスキルアップ（資格・免許取得）のための定期的な
勉強会の実施

• マイボトルの利用によるゴミの減量化

• 職場のハラスメント未然防止に向けた取り組み（小さな変
化を見逃さない！）

• 社員の幸せ、地域社会への貢献の実現に向けた「へそ曲
がり宣言の策定」

高速ガスケット加工機
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へそ曲がり宣言

当社は、今までもこれからも、へそ曲がりな目標の達成を通じて、

社員の幸せの実現と、地域社会への貢献を実現してまいります。
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へそ曲がり目標

当社取り扱いのガスケット
※ガスケットとは、フランジとフランジの間に挿入し、
配管内を通る物質の漏れを止める製品です。

事業内容

 原子力発電所向けガスケット・パッキンの加工販売を主な業務としています。

（考え方）

＊社員の生活、家族の幸せを第一とする。

＊売り上げ目標の達成、粗利額の達成。

＊大企業並みの賞与(ボーナス）と賃金・福利厚生充実

させる。

＊地元で入社したい会社ＮＯ．１を目指す。

＊お客様第一であること。

＊社会貢献事業であること。「シール製品の加工・販売

で社会貢献する」

＊情報の共有化をする。→日報の作成

＊公明正大に適正価格を算出する。

＊判断基準は人間として正しいことか天に問う。

＊温暖化防止、自然環境保護、生物多様性尊重、戦争

絶対反対。

＊共同募金、難民援助活動に積極的に参加する。(販

売目標の０．１5％程度の募金を毎年行う）

＊接待、贈答品の禁止。（贈り物は受け取らない）

＊SDGｓに参加し、少しでも循環型社会創りに貢献する。

（幸せな人生を送るために）

＊嘘をつくな、物欲しがるな、からだだわるな、

「橘曙覧」福井藩国学者

＊天が貴方のすべての行動を見ている。

＊他人への思いやりの心を持つこと。

＊正直、謹厳実直であれ。

＊己に厳しく、他人に優しくする。

＊常に謙虚であれ。

＊信頼される人間であれ。

＊正々堂々と生きる。

＊他人の悪口、陰口は言わない、聞かない、しゃ

べらない。
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